
団体名： 津具商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 160.8 ％） （達成度 120.0 ％） Ａ Ａ
①現状維持②

下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 130.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 125.7 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 122.8 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 140.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 190.9 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.7 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

小規模事業者

4
巡回窓口指導延件数

指標
課題解決提案件数 小規模事業者の相談相手

として企業の体質改善支援
及び各種施策の普及を図
ることができた。

実績
数値

6

２０１９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

記帳継続指導事業 個人事業主等を対象に正しい
記帳方法の指導と決算・確定
申告の指導を行い、適正な税
務申告と経理の自計化や計数
管理による経営力の向上を図
るものとする。

・記帳指導者数　16人
・指導延日数　88日
・指導延回数　195回

小規模事業者

指標
記帳機械化指導件数

指標

目標
数値

250
実績
数値

402
目標
数値

5

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

現行どおり実施す
る

巡回・窓口相談指
導事業

小規模零細企業を中心に、商
工会職員が事業所へ訪問し、
経営全般について様々な相談
への指導を行う。創業予定者
を始めとした経営全般に係る
相談窓口の設置により、経営
改善に資する指導を行う。

巡回窓口指導
企業数：72社（内非会員4社）
延件数：402件（内非会員11
件）
課題解決提案件数：6件
経営革新承認件数：1件

講習会事業 多様化する経営環境に対応す
るため、小規模事業者にとって
必要な金融・税務・経理・労働・
情報化等の知識習得や時事
的な問題についての啓蒙を図
り、事業者の資質の向上と円滑
な事業運営に資することを目
的とする。

講習会開催回数及び受講者
数
集団：9回　66人
（内、経営革新　１回3人）
個別：2回　22人

小規模事業者

指標
講習会参加延人数

現行どおり実施す
る

目標
数値

150
実績
数値

195
目標
数値

実績
数値

煩雑な記帳・税務申告等に
関する適切な指導を行うこ
とにより適正な税務申告、
計数管理による経営計画
の推進をすることができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

地域振興事業 活力の減退する地域を活性化
するため、地域の特性を活かし
た地域資源の活用や、特産品
の開発普及・ＰＲ、伝統行事・
祭りの開催やサポートを行う。

・公共交通空白地有償運送事
業利用者数：798人
・津具ほたる祭り：令和元年7月
6日開催、400人参加
・開催サポート
つぐ高原マルシェ：10月7日開
催、2500人参加

小規模事業
者、地域住民 指標

有償運送利用者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

現行どおり実施す
る

目標
数値

70
実績
数値

88
目標
数値

指標

小規模事業者が時々刻々
と変化する経営環境に対
応するための知識を習得
することにより事業者の資
質向上と円滑な事業運営
を行うことができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

産業活性化事業 地元中小商業者が抱える様々
な経営課題解決に向け、商品
券発行事業などを行うことによ
り、地域産業の活性化に資す
ることを目的とする。
また、会議の開催と参加を通じ
て、企業の経営基盤の強化等
地域産業の発展を図る。

・商品券発行事業：14企業
・北設指定ゴミ袋販売：2企業
・税務、金融、地域振興等関係
機関との会議、説明会等への
参加。
・奥三河高原ジビエのブランド
化の推進。

小規模事業者

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標を上げて計画
する

目標
数値

650
実績
数値

798
目標
数値

指標

各イベントの実施により交
流人口の増大を図ることが
できた。
有償運送事業の実施により
移動手段のない住民の生
活を守ることができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

目標
数値

10
実績
数値

14
目標
数値

事業への参加企業数
指標

商品券の発行により地域内
消費に寄与することができ
た。 総

合
評
価

Ａ

実績
数値

青年部・女性部事
業

青年部・女性部員間での交流
や社会福祉を通じて地域との
関わりを持つことにより、地域
社会の発展に寄与することを
目的とする。また、出会いイベ
ントなど都市部住民との交流事
業を開催し地域の振興、産業
の活性化を図る。

地域振興事業
・花いっぱい運動の実施（4）
・部員交流事業等の開催（18）
・研修会の開催と参加（5）
・会議の開催（15）

青年部員、女
性部員 指標

事業の実施回数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標を上げて計画
する

福利厚生事業 中小企業、小規模企業の経
営・雇用の持続的な安定を図
るために各種共済制度の普
及、従業員健康診断の実施等
企業の福利厚生面の健全な育
成に資することを目的とする。

１．各種共済の加入状況
小規模企業共済（19）、中小企
業退職金共済（1）、中小企業
共済（125）、愛知火災共済
（19）、中部自動車共済（122）
食品営業賠償共済（10）
２．従業員健康診断
（10月8.9.11日）

中小企業、小
規模企業の経
営者、家族、従
業員

指標
共済加入件数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

現行どおり実施す
る

目標
数値

22
実績
数値

42
目標
数値

指標

部員の交流事業、研修事
業への参加等により新たな
ビジネスチャンスの機会と
なった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

労働保険事業 事業主の委託を受けて、労働
保険料の申告納付や各種届
出等の事務手続を行うことによ
り、中小事業主の事務処理の
負担を軽減し、労働保険の適
用促進及び労働保険料の適
正な徴収を図ることを目的とす
る。

労働保険料の申告・徴収・納
付の事務代行(7企業)
労働保険に関する各種届出の
事務手続き
労働保険・雇用に関する説明
会等への参加

小規模事業者

指標
委託事業所数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標を上げて計画
する

目標
数値

294
実績
数値

296
目標
数値

指標

小規模事業者の経営の安
定と福利の向上を図り健全
な発展に寄与することがで
きた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

現行どおり実施す
る

目標
数値

7
実績
数値

7
目標
数値

指標

委託事業所の労働保険料
の申告・納付事務及び各
種届出事務を代行し事業
主の事務負担の軽減と保
険料の適正な申告納付を
行うことがで
きた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 津具商工会

得られた効果 備考
事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績

主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

２０１９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 91.1 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 114.3 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 111.1 ％） Ａ Ｂ
①下げる②現

状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

税務関係団体支援
事業

青色申告会・法人会等の税務
支援団体・地域貢献団体の活
動をサポートし、事業運営に協
力することにより、国・地方公共
団体、地域社会への貢献や発
展のための一助となり、ひいて
は、商工業の活性化に資する
ことを目的とする。

津具青色申告会会議の開催と
事業のサポートを行う。(27企
業)
新城法人会北設支部第3ブ
ロックの会議と研修会の開催を
支援する。(14企業)

青色申告会員
及び法人会会
員

指標
加入事業所数

産業団体事業 食品衛生協会津具分会や各
種団体の活動をサポートし、事
業運営に協力することにより、
地域社会への貢献や発展のた
めの一助となり、ひいては商工
業の活性化に資することを目
的とする。

・食品衛生協会津具分会の活
動をサポートし食品事故の防
止に努める。（事業件数8回）
・その他団体からの要請に応え
地域社会に貢献する。

加入事業者

指標
事業実施件数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

現行どおり実施す
る

目標
数値

45
実績
数値

41
目標
数値

指標

青色申告会及び法人会の
活動をサポートすることによ
り会員の税務知識の向上と
適正な申告納税に寄与す
ることができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

若手後継者等育成
事業

次世代を担う若手後継者や事
業を支える女性の視点から課
題を解決するためセミナーの
開催などの事業を実施する。

青年部ドローン活用セミナー
9月5日開催　11人参加
満足度：100％
青年部全国大会参加
12月4-5日　3人参加
女性部経営力アップセミナー
11月21日開催　9人参加
満足度：100％

商工会女性部
員

指標
セミナー参加者

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

現行どおり実施す
る

目標
数値

7
実績
数値

8
目標
数値

指標

食品衛生協会津具分会の
活動をサポートし食中毒防
止の一助となった。 総

合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標を下げて計画
する

目標
数値

20
実績
数値

20
目標
数値

90%

指標

満足・どちらかといえば満
足

青年部セミナーでは、ド
ローンという新しい技術に
ついて学び、全国大会参
加では情報交換等効果が
あった。女性部セミナーで
は接客や取引に活用でき
るスキルを学ぶことができ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
100%

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。


